
南
か
ら
北
に
流
れ
る
曽
我
川
西
岸
沿
い
の
、
御
所
市
と
の
境
に
あ
る
本
間
山
（
一
四
二
・
八
メ
ー
ト

ル
）
北
ふ
も
と
に
広
が
る
当
地
は
、
戦
国
時
代
（
一
五

）
に
土
地
の
豪
族
・
越
智
氏
が
支
配
す

る

観
音
寺

と
し
て
登
場
し
ま
す
。

江
戸
か
ら
明
治
時
代
に
至
る
ま
で

観
音
寺
村

と
呼
ば
れ
、
明
治
二
二
年
に
新
沢
村

大
字
・
観

音
寺

と
な
っ
て
大
正
・
昭
和
の
時
代
を
過
ご
し
ま
す
。
昭
和
三
一
年
七
月
に
橿
原
市
の
大
字
と
な
っ

た
あ
と
、
同
年
一

月
か
ら

橿
原
市
観
音
寺
町

と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
名
が
生
ま
れ
る
も
と
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
浄
土
宗
・
観
福
寺
が
町
の
東
南
に
あ
り
、
そ
の
こ

と
を
う
か
が
わ
せ
る
寄
せ
木
造
り
の
十
一
面
観
音
立
像
が
古
く
か
ら
境
内
の
観
音
堂
に
祭
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
越
智
氏
分
家
一
門
の
三
八
氏
が
創
建
し
祖
先
神
を
祭
っ
た
と
い
う
三
十
八
社
神
社
が
、
同

町
東
南
の
字
・
花
木
に
鎮
座
し
て
い
ま
す
。

農
地
の
広
が
る
同
町
で
田
植
え
の
終
わ
る
毎
年
六
月
に
、
早
苗
振
（
さ
な
ぶ
り
）
と
呼
ぶ
三
十
八
社

神
社
の
祭
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
当
日
、
稲
苗
三
束
に
山
海
の
珍
味
を
供
え
田
植
え
の
終
わ
り
を
神

様
に
告
げ
、
当
年
の
豊
作
を
祈
願
す
る
習
わ
し
が
当
地
の
一
部
農
家
に
残
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

観
音
さ
ん
は
寄
せ
木
造
り


